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小小
規規
模模
自自
治治
体体
はは

財財
政政
脆脆
弱弱
でで
苦苦
慮慮

―
皆
様
方
に
は
ご
多
用
の

中
、
座
談
会
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
「
小
規

模
水
道
の
経
営
・
施
設
管
理

の
あ
り
方
と
新
発
想
に
基
づ

く
産
業
創
出
」
と
題
し
、
中

小
水
道
事
業
体
が
抱
え
る
課

題
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初

に
自
己
紹
介
を
兼
ね
ま
し

て
、
座
談
会
へ
の
期
待
な
ど

を
簡
潔
に
お
願
い
し
ま
す
。

戸
田

私
は
多
可
町
長
、

兵
庫
県
簡
易
水
道
協
会
会
長

と
と
も
に
、
全
国
簡
易
水
道

協
議
会
常
任
理
事
を
務
め
て

い
ま
す
。
多
可
町
は
平
成
�

年
�
月
、旧
多
可
郡
３
町（
中

町
・
加
美
町
・
八
千
代
町
）
が

合
併
し
て
誕
生
し
、
人
口
は

約
２
万
３
０
０
０
人
、
面
積

は
約
１
８
５
平
方
㌔
で
す
。

水
道
事
業
は
旧
中
町
が
上

水
道
、
残
る
２
町
は
簡
易
水

道
で
整
備
し
て
お
り
、
現
在

も
各
事
業
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
簡
易
水
道
の
上
水
道

へ
の
統
合
が
求
め
ら
れ
る

中
、
多
可
町
の
よ
う
な
小
規

模
自
治
体
は
財
政
が
脆
弱

で
、
そ
の
対
応
に
大
変
苦
慮

し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
施
設
の
管
理

は
、
小
松
電
機
産
業
株
式
会

社
製
の
ク
ラ
ウ
ド
総
合
水
管

理
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
効

率
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
将

来
の
水
需
要
を
見
極
め
な
が

ら
、
健
全
な
発
展
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
さ
ら
な
る
事
業

発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

藤
原

私
は
国
と
水
道
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
水
道

に
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
理
事
長
を
退

任
後
、
昨
年
暮
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
「
水
と
未
来
�
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。「
中
小
水

道
事
業
の
あ
り
方
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
し
、
社
会
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な

お
、
私
は
兵
庫
県
旧
多

可
郡
の
出
身
で
、
同
郷
の
よ

し
み
か
ら
、
戸
田
町
長
と
親

し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
本
日
は
小
規
模
水
道

の
現
状
や
方
向
性
に
つ
い

て
、
様
々
な
意
見
を
拝
聴
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

西
田

兵
庫
県
生
活
衛
生

課
環
境
衛
生
班
は
、
兵
庫
県

簡
易
水
道
協
会
の
事
務
局
も

担
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
は

全
国
で
唯
一
、
日
本
海
と
瀬

戸
内
海
に
接
し
、
面
積
も
広

大
で
す
。
県
内
の
小
規
模
水

道
は
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。小

松

小
松
電
機
産
業
で

は
、
２
０
０
０
年
発
表
の
ｅ

―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
構
想
を
受

け
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
、
上
下
水

道
を
は
じ
め
水
に
関
わ
る
施

設
を
、
総
合
的
に
遠
隔
制
御

管
理
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
総
合

水
管
理
シ
ス
テ
ム
『
や
く
も

水
神
』
で
、
世
界
に
先
駆
け

て
市
場
を
創
造
し
て
き
ま
し

た
。

国
土
交
通
省
の
「
下
水
道

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」（
座
長

＝

山
田
雅
雄
・
中
部
大
学
客

員
教
授
）
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
域

監
視
の
成
功
事
例
と
し
て
、

多
可
町
は
長
崎
市
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。『
や

く
も
水
神
』
は
最
近
、
消
雪

装
置
や
ゲ
ー
ト
な
ど
で
活
用

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

簡簡
水水
統統
合合
後後
のの
新新

たた
なな
支支
援援
不不
可可
欠欠

―
続
い
て
、
戸
田
町
長
か

ら
、
小
規
模
水
道
の
経
営
・

施
設
管
理
の
現
状
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
。

戸
田

多
可
町
は
兵
庫
県

中
央
部
、
県
内
最
大
河
川

で
、
水
源
で
も
あ
る
加
古
川

の
最
上
流
部
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
良
好
な
水
道
水

源
の
活
用
、
保
全
に
努
め
る

一
方
、
町
域
面
積
が
広
く
、

管
路
総
延
長
は
約
２
５
０
㌔

に
及
ん
で
い
ま
す
。

上
下
水
道
課
の
職
員
は
現

在
�
人（
水
道
担
当
は
６
人
）

で
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
管
理

し
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
効

率
が
悪
い
と
言
え
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
簡
易
水
道
の

制
度
や
補
助
金
を
活
用
し
て

整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
上

水
道
１
カ
所
と
簡
易
水
道
２

カ
所
が
統
合
し
て
も
、
施
設

状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

人
口
や
職
員
数
が
減
少
す

る
中
、
国
が
簡
易
水
道
の
制

度
や
補
助
金
な
ど
を
見
直
す

考
え
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
支

援
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
が
無
け
れ
ば
、
町

財
政
が
破
綻
す
る
要
因
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

―
多
可
町
の
厳
し
い
現
状

を
聞
か
れ
、
広
域
行
政
の
立

場
か
ら
、
西
田
班
長
い
か
が

で
す
か
。

西
田

平
成
�
年
度
末
に

お
け
る
兵
庫
県
の
水
道
普
及

率
は
�
・
８
％
で
、
全
国
第

５
位
で
す
。
内
訳
は
上
水
道

�
カ
所
、
簡
易
水
道
１
２
１

カ
所
で
、
高
普
及
率
の
割
に

簡
易
水
道
の
数
が
突
出
し
て

い
ま
す
。
県
北
部
か
ら
中
部

が
中
山
間
地
域
と
い
う
地
形

的
要
因
も
あ
り
ま
す
が
、
各

自
治
体
が
積
極
的
に
水
道
整

備
を
図
っ
て
き
た
賜
物
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、『
兵
庫
県
水
道
整

備
基
本
構
想（
第
２
次
）』（
平

成
�
～
	
年
度
）
で
、
県
域

を
２
つ
の
広
域
圏
（
北
部
・

南
部
）に
区
分
し
て
い
ま
す
。

北
部
広
域
圏
内
の
自
治
体
が

簡
易
水
道
を
多
く
抱
え
て
お

り
、
厳
し
い
経
営
状
態
に
あ

り
ま
す
。

―
高
普
及
率
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
簡
易
水
道
が
多
数
あ

る
の
は
驚
き
で
す
ね
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
藤
原
理
事
長

い
か
が
で
す
か
。

藤
原

前
職
場
の
水
道
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
厚

生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
、

「
小
規
模
水
道
の
運
営
管
理

に
関
す
る
検
討
調
査
」（
平

成


～
�
年
度
）を
実
施
し
、

兵
庫
県
・
新
潟
県
・
青
森
県

を
対
象
モ
デ
ル
地
域
と
し
ま

し
た
。

こ
の
中
で
、
兵
庫
県
は
３

市
２
町
（
豊
岡
市
・
養
父
市

・
朝
来
市
・
香
美
町
・
新
温

泉
町
）で
、「
共
同
管
理
区
域

及
び
拠
点
の
設
定
」
と
「
共

同
管
理
で
遠
隔
監
視
シ
ス
テ

ム
導
入
」が
、「
現
状
」
や
「
標

準
」（
地
理
的
条
件
で
異
な

る
業
務
要
因
を
除
い
て
点
検

時
間
算
出
）
に
比
べ
て
、
施

設
点
検
時
間
な
ど
維
持
管
理

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
算
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
の
結
果
、

「
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
導
入
」

が
点
検
頻
度
を
低
減
し
、
施

設
点
検
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
、
維
持
管
理
業
務

の
効
率
化
が
図
れ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。「
標
準
」に

比
べ
て
、
最
大
で
維
持
管
理

費
は
約
�
％
、
事
務
所
経
費

も
か
な
り
の
削
減
と
な
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

小
規
模
水
道
単
独
で
は
、

適
正
な
職
員
数
の
確
保
や
技

術
継
承
な
ど
が
困
難
で
す
の

で
、
広
域
的
な
運
営
管
理
の

手
法
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う

な
報
告
書
な
ど
を
参
考
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
最

適
な
方
法
を
模
索
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

小
松

水
は
多
分
野
で
利

用
さ
れ
て
お
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
、

Information

a
n
d
C
o
m
m
u
n

ication
Tec

hnology

）で
重

層
的
に
と
ら
え
れ

ば
、
夢
の
芽
生
え

る
情
景
が
広
が
っ

て
き
ま
す
。
兵
庫

県
は
２
つ
の
海
に

開
か
れ
て
い
る
特

徴
を
生
か
せ
ば
、
さ
ら
に
大

き
な
可
能
性
が
見
出
せ
る
と

思
い
ま
す
。

災災
害害
やや
更更
新新
対対
応応

でで
きき
るる
人人
材材
必必
要要

―
小
規
模
水
道
の
課
題
な

ど
を
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
西
田
班
長
お
願
い
し
ま

す
。西

田

国
の
方
針
と
し

て
、
簡
易
水
道
は
上
水
道
に

統
合
し
、
徐
々
に
減
少
さ
せ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は
経

営
が
中
心
で
、
施
設
状
況
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
職

員
削
減
が
続
く
中
、
老
朽
施

設
を
い
か
に
管
理
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
で
す
。
こ

れ
ら
の
解
決
策
と
し
て
、
官

民
連
携
な
ど
が
模
索
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
小
規
模
水
道
の

施
設
だ
と
、
民
間
企
業
が
受

託
し
な
い
場
合
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

私
は
「
水
道
分
野
に
お
け

る
官
民
連
携
推
進
協
議
会
」

（
主
催＝

厚
生
労
働
省
・
経

済
産
業
省
）
で
、
こ
の
趣
旨

の
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
民

間
企
業
か
ら
前
向
き
な
回
答

を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

民
間
企
業
は
利
潤
追
求
が
前

提
で
す
の
で
、
施
設
管
理
の

受
託
に
は
、
あ
る
程
度
の
規

模
を
求
め
ま
す
。
広
域
化
や

施
設
の
統
廃
合
な
ど
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、兵
庫
県
で
は
、

施
設
の
共
同
管
理
な
ど
が
現

実
的
で
あ
る
気
が
し
ま
す
。

戸
田

官
民
連
携
で
は
、

双
方
が
利
点
を
享
受
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ー
ビ

ス
や
満
足
度
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

藤
原

事
業
統
合
や
広
域

化
も
様
々
な
段
階
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
施
設
の
共
同

化
や
管
理
の
一
体
化
の
よ
う

な
業
務
の
共
同
化
は
、
官
民

連
携
で
も
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
推
進
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
兵
庫
県
に
は

簡
易
水
道
が
１
２
１
カ
所
あ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
厚
生

労
働
省
が
期
限
と
す
る
平
成


年
度
末
ま
で
に
、
全
て
上

水
道
に
統
合
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。

西
田

各
市
町
か
ら
「
簡

易
水
道
事
業
統
合
計
画
」
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
通

り
に
進
め
ば
、
実
現
さ
れ
る

は
ず
で
す
。
た
だ
、
現
時
点

で
１
２
１
カ
所
あ
る
と
い
う

事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
少
し

遅
れ
る
市
町
が
出
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

戸
田

多
可
町
は
簡
易
水

道
が
５
カ
所
残
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成

年
度
末
ま
で
に

経
営
・
施
設
と
も
上
水
道
へ

統
合
す
る
計
画
で
す
。

と
こ
ろ
で
近
年
、
地
震
や

風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。『
新
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
』（
平
成
�
年

３
月
、
厚
生
労
働
省
公
表
）

で
も
、「
強
靭
」
が
３
本
柱

の
１
つ
に
な
っ
て
お
り
、
災

害
に
強
い
施
設
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

藤
原

そ
れ
と
、
水
道
が

激
甚
災
害
指
定
の
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
大
き

な
問
題
で
す
。
激
甚
災
害
に

指
定
さ
れ
た
施
設
は
、
国
の

補
助
が
�
％
と
な
り
、
復
旧

の
大
幅
な
原
動
力
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

西
田

兵
庫
県
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
、
水
道
施
設

が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
も
平
成
�
年
の

台
風
で
、
県
内
全
域
が
被
災

し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
県

内
自
治
体
か
ら
も
激
甚
災
害

の
指
定
に
対
す
る
要
望
は
強

く
、
水
道
の
重
要
性
な
ど
を

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

―
地
震
を
は
じ
め
、
風
水

害
の
規
模
が
巨
大
化
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
災
害

対
策
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
…
。

戸
田

お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。
多
可
町
は
３
町
の
合

併
時
か
ら
、
人
口
が
約
２
０

０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
小

規
模
集
落
や
限
界
集
落
が
出

現
し
、
生
活
用
水
を
給

水
車
で
運
搬
す
る
時
代

が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
規
模
水
道
の
場
合
、
こ

れ
ら
の
対
策
を
は
じ
め
、
老

朽
施
設
の
更
新
や
業
務
の
効

率
化
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
を
推
進
で
き
る
人

材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
藤

原
理
事
長
が
立
ち
上
げ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
に
は
、
小
規
模
水

道
の
頭
脳
と
な
る
べ
き
人
材

を
育
成
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

藤
原

そ
の
よ
う
に
期
待

し
て
い
た
だ
け
る
と
、
嬉
し

い
で
す
ね
。「
水
と
未
来
�
」

は
予
想
以
上
に
、
関
係
者
に

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
将
来
的
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
規
模
水
道
の
課
題
は
、

基
本
的
に
財
政
問
題
で
す
の

で
、
国
の
補
助
制
度
が
不
可

欠
で
あ
り
、
簡
易
水
道
の
上

水
道
へ
の
統
合
後
も
、
き
ち

ん
と
し
た
支
援
を
お
願
い
し

た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
上
水
道
の
国
庫
補

助
は
現
在
、「
高
度
処
理
」

「
災
害
対
策
」
の
関
連
事
業

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
に
続
く
、
財
政
当
局
を
納

得
さ
せ
る
よ
う
な
第
３
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
、
知
恵
を
絞
っ

て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

小小
規規
模模
水水
道道
ここ
そそ

ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
積積
極極
活活
用用

西
田

水
道
は
、
そ
も
そ

も
「
公
衆
衛
生
」
の
観
点
で

発
展
し
、
住
民
の
生
命
・
生

活
を
維
持
す
る
基
本
的
施
設

で
あ
る
こ
と
を
、
も
っ
と
重

視
す
べ
き
で
す
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
る
と
、
特
に
小
規
模

水
道
は
、
企
業
会
計
や
独
立

採
算
制
で
運
営
す
る
に
は
、

限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

健
全
経
営
で
言
え
ば
、
水

道
料
金
を
大
幅
に
値
上
げ
す

れ
ば
、
ど
の
水
道
事
業
体
も

実
現
可
能
だ
と
思
い
ま
す

が
、
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
水
道
を
公
衆

衛
生
上
、
非
常
に
重
要
な
施

設
と
位
置
付
け
、
全
住
民
の

負
担
で
維
持
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

―
水
道
は
地
域
住
民
の
財

産
で
あ
り
、
持
続
的
な
経
営

を
考
え
る
と
、
企
業
会
計
や

独
立
採
算
な
ど
を
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

戸
田

水
道
財
政
を
一
般

会
計
か
ら
補
填
す
る
と
し
て

も
、
小
規
模
自
治
体
に
は
余

裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
良
質
な
水
源
に
恵
ま
れ

て
い
て
も
、
一
定
の
施
設
整

備
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

費
用
対
効
果
は
悪
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
が
「
田
舎
は
暮

ら
し
に
く
い
」
と
い
う
弊
害

に
、
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
水

道
料
金
に
格
差
が
あ
る
こ
と

も
、
住
民
に
は
な
か
な
か
理

解
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

今
後
も
多
可
町
は
民
間
企

業
な
ど
と
連
携
し
、
経
営
の

合
理
化
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
が
、
自
ず
と
限
界
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
小
規
模
自

治
体
が
広
域
化
し
た
際
、
そ

の
受
け
皿
と
し
て
、
一
括
管

理
や
指
導
し
て
い
た
だ
け
る

機
構
の
設
立
な
ど
を
検
討
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
ら

が
実
現
す
れ
ば
、
小
規
模
自

治
体
も
同
じ
条
件
で
競
争
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

西
田

さ
ら
な
る
経
営
の

合
理
化
や
事
業
の
効
率
化
は

当
然
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一

方
で
安
心
・
安
全
な
水
の
持

続
的
な
供
給
な
ど
と
の
兼
ね

合
い
も
重
要
で
す
。

小
松

国
・
行
政
は
国
民

の
生
命
・
安
全
を
守
る
責
務

が
あ
り
、
水
源
の
安
全
確
保

は
最
重
要
課
題
で
す
。
こ
の

ほ
ど
水
循
環
基
本
法
が
成
立

し
ま
し
た
が（
３
月
	
日
）、

水
を
「
国
民
共
有
の
貴
重
な

財
産
」
と
位
置
付
け
、
こ
れ

ま
で
の
縦
割
り
管
理
を
改

め
、
内
閣
に
本
部
を
置
い
て

一
元
的
に
管
理
す
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

二
宮
尊
徳
は
「
経
済
を
伴

わ
な
い
道
徳
は
戯
言
で
あ

る
。
し
か
し
、
道
徳
を
伴
わ

な
い
経
済
は
罪
悪
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。『
や
く

も
水
神
』
に
よ
る
広
域
情
報

の
共
有
化
が
、
上
流
・
下
流

住
民
の
水
に
対
す
る
意
識
改

革
に
つ
な
が
り
、
持
続
可
能

な
文
化
が
始
ま
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

戸
田

各
自
治
体
の
行
政

改
革
や
経
営
努
力
な
ど
に
加

え
、
地
域
独
自
の
財
源
確
保

策
な
ど
を
検
討
す
べ
き
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

小
松

と
こ
ろ
で
、
近
年

は
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
、Info

rmation
Technology

）

に
代
わ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
広
ま

っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
は
通
信
と

と
も
に
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
連
携
、co

l
l
a
b
o
r
a
t
i

o
n

）
の
意
味
も
含
ま
せ
て
、

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
よ

う
に
と
ら
え
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（innovation

）
は
、
一

般
的
に
「
技
術
革
新
」
と
訳

さ
れ
ま
す
が
、「
新
結
合
」と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。
新

し
い
技
術
や
考
え
方
を
組
み

合
わ
せ
、
持
続
可
能
な
社
会

を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。

「
人
生
・
仕
事
の
結
果＝

考
え
方
×
熱
意
×
能
力
」は
、

稲
盛
和
夫
氏
（
京
セ
ラ
な
ど

の
創
業
者
）
が
提
唱
さ
れ
て

い
る
方
程
式
で
す
。
い
く
ら

熱
意
や
能
力
が
あ
っ
て
も
、

考
え
方
が
マ
イ
ナ
ス
だ
と
、

結
果
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

藤
原

遠
隔
監
視
シ
ス
テ

ム
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

は
、
小
規
模
水
道
こ
そ
積
極

的
に
活
用
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

戸
田

旧
中
町
で
の
施
設

管
理
は
当
初
、
職
員
が
中
央

監
視
室
に
常
勤
し
て
い
ま
し

た
が
、
携
帯
電
話
に
異
常
通

報
が
入
る
シ
ス
テ
ム
に
変
更

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
ク
ラ

ウ
ド
総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
、
異
常
の
程
度
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で

き
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

修
繕
な
ど
も
現
場
の
状
況

が
判
断
で
き
る
の
で
、
担
当

職
員
に
聞
く
と
、
と
て
も
役

立
つ
と
と
も
に
、
安
心
感
が

得
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
多
可

町
だ
け
で
な
く
、
近
隣
自
治

体
も
含
め
た
広
域
的
な
遠
隔

監
視
が
実
現
で
き
れ
ば
、
さ

ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。

小
松

一
部
企
業
に
は
従

来
、
過
剰
な
シ
ス
テ
ム
を
納

入
し
て
き
た
事
例
も
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
コ
ス
ト
削

減
が
優
先
さ
れ
、
効
率
的
な

遠
隔
監
視
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
当
社
に
問
い
合
わ
せ
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
可
町
の
『
や
く
も
水
神
』

の
納
入
は
平
成
７
年
、
旧
中

町
の
下
水
道
か
ら
始
ま
り
、

現
場
の
管
理
者
と
一
緒
に

様
々
な
改
良
を
加
え
、
現
在

は
上
下
水
道
全
て
の
施
設
で

採
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
南
会
津
町

で
は
、
消
防
団
員
で
も
あ
る

水
道
管
理
者
が
、
配
水
池
の

水
位
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

確
認
し
な
が
ら
、
火
災
現
場

で
消
火
活
動
が
で
き
、
断
水

に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

低
コ
ス
ト
で
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
強
靭
化
政
策
に
応
え

る
、
正
に
現
場
で
生
ま
れ
た

画
期
的
な
成
果
で
、
す
ぐ
に

全
国
的
に
応
用
で
き
ま
す
。

藤
本
隆
宏
・
東
京
大
学
教

授
は
「
成
長
は
現
場
か
ら
起

こ
る
。
現
場
に
こ
そ
本
当
の

知
見
が
あ
る
」
と
い
う
意
見

を
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
日
本
経
済
新
聞
、
平
成
�

年
１
月
�
日
掲
載
）。
全
国

の
地
域
を
俯
瞰
す
る
立
場
に

あ
る
行
政
と
、
現
場
の
管
理

者
が
『
や
く
も
水
神
』
で
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
こ

と
が
明
確
に
な
り
、
現
場
か

ら
大
き
な
成
果
が
生
ま
れ
る

こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

―
製
品
を
単
体
で
と
ら
え

る
と
、
導
入
時
点
か
ら
陳
腐

化
し
て
い
き
ま
す
が
、
年
々

進
化
さ
せ
て
い
く
の
は
素
晴

ら
し
い
考
え
方
で
す
ね
。

運運
営営
基基
盤盤
強強
化化
へへ

有有
効効
なな
対対
策策
とと
はは

―
小
規
模
水
道
の
運
営
基

盤
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に

は
、
広
域
化
や
公
民
連
携
を

は
じ
め
、
施
設
の
統
廃
合
や

共
同
管
理
な
ど
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
最
後
に
、
こ

れ
ら
の
方
向
性
な
ど
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

藤
原

県
域
を
数
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
し
、
広
域
運
営
管

理
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
兵

庫
県
は
、
県
域
を
２
つ
の
広

域
圏
に
区
分
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
今
後
の
課

題
な
ど
は
い
か
が
で
す
か
。

西
田

南
部
広
域
圏
で
は

広
域
化
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
た
だ
、
北
部
広
域
圏
で

は
現
在
の
と
こ
ろ
、
具
体
的

な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

藤
原

施
設
の
共
同
化
や

管
理
の
一
体
化
を
図
る
場

合
、
地
形
な
ど
地
域
的
な
一

体
性
が
あ
る
と
有
利
で
す
。

兵
庫
県
の
場
合
、
北
部
と
南

部
で
気
候
や
地
形
な
ど
が
大

き
く
異
な
り
ま
す
の
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
け
る
管
理
の
一
体
化
が
検

討
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
が
推
進
さ
れ
る

と
、
公
民
連
携
に
も
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、

県
の
指
導
力
が
大
き
な
鍵
を

握
り
ま
す
。
例
え
ば
、
広
島

県
企
業
局
は
企
業
と
共
同
出

資
し
、
民
間
主
体
の
水
道
事

業
運
営
会
社
を
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
例

も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

西
田

県
の
指
導
力
強
化

の
必
要
性
は
、
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
ま
す
。
様
々
な
水

道
の
課
題
に
対
し
、
県
内
自

治
体
と
協
議
す
る
場
を
設
置

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と

い
う
気
も
し
ま
す
。

一
方
、
中
小
規
模
自
治
体

の
首
長
や
職
員
に
は
、
国
の

政
策
、
行
政
や
経
営
の
先
行

事
例
な
ど
に
対
し
、
も
っ
と

関
心
を
高
め
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
民
間
企
業
も
、
小

規
模
水
道
に
対
す
る
貢
献
策

を
具
体
的
に
示
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

戸
田

小
規
模
自
治
体
で

は
、
で
き
る
事
業
と
で
き
な

い
事
業
を
明
確
に
し
、
近
隣

自
治
体
と
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

小
松

官
民
連
携
に
女
性

の
視
点
を
取
り
入
れ
、
マ
ン

ガ
で
広
報
す
る
の
も
１
案
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
内
な

る
国
際
化
が
言
わ

れ
て
久
し
い
で
す

が
、
藤
本
由
香
里

・
明
治
大
学
教
授

は
「
日
本
の
マ
ン

ガ
文
化
に
海
外
の

視
点
を
」
と
提
言

さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
１

月
の
ダ
ボ
ス
会
議

で
、「
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
現
代
」
の
キ
ャ
ス
タ

ー
、
国
谷
裕
子
さ
ん
の
司
会

に
よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、「
政
府
や
大
企
業
の

信
頼
が
低
下
し
て
い
る
今
、

持
続
可
能
な
社
会
を
創
る
た

め
に
は
創
造
性
の
宝
庫
と
い

わ
れ
る
市
民
の
力
が
必
要
」

と
い
う
趣
旨
で
討
議
が
行
わ

れ
、
日
本
が
初
め
て
注
目
さ

れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
に
は
国
な
ど
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
水
管
理

の
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
全
国

は
も
と
よ
り
、
世
界
に
広
が

る
流
れ
を
作
る
こ
と
を
提
案

し
ま
す
。
高
速
道
路
で
つ
な

が
っ
て
い
る
自
治
体
が
連
携

す
る
の
も
、
広
域
管
理
の
１

案
で
す
。

ま
た
、
管
理
端
末
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に
統
一

し
、『
や
く
も
水
神
』
の
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
情

報
管
理
の
共
有
化
、
超
広
域

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
管
理
が
実

現
す
れ
ば
、
少
額
投
資
で
短

期
間
に
、
持
続
可
能
な
小
規

模
上
下
水
道
の
確
立
と
新
産

業
創
出
が
期
待
で
き
ま
す
。

藤
原

日
本
の
水
道
技
術

は
、
世
界
的
に
見
て
も
高
水

準
で
、
全
国
各
地
で
安
全
な

水
道
水
が
供
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
簡
易
水
道
が
果

た
し
て
い
る
役
割
が
大
き

く
、
そ
の
財
政
面
な
ど
の
仕

組
み
は
、
海
外
か
ら
も
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

ぜ
ひ
継
続
さ
せ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

―
多
方
面
に
わ
た
る
貴
重

な
お
話
を
、
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
さ

ら
な
る
ご
活
躍
を
、
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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水水道道事事業業をを取取りり巻巻くく環環境境がが厳厳ししささをを増増すす中中、、特特にに小小規規模模水水道道のの経経営営

・・施施設設管管理理ののあありり方方ななどどがが大大ききなな課課題題ととななっってていいるる。。広広域域化化やや公公民民連連

携携のの推推進進、、ククララウウドド総総合合水水管管理理シシスステテムムななどどをを用用いいたた効効率率的的なな施施設設管管

理理ををははじじめめ、、新新ししいい発発想想にに基基づづくく施施策策、、産産業業創創出出ななどどがが求求めめらられれてていい

るる。。本本紙紙でではは関関係係者者４４人人ににごご登登場場いいたただだきき、、「「小小規規模模水水道道のの経経営営・・施施

設設管管理理ののあありり方方とと新新発発想想にに基基づづくく産産業業創創出出」」とと題題しし、、ここれれららのの取取りり組組

みみやや今今後後のの方方向向性性ななどどににつついいてて、、幅幅広広くく語語りり合合っってていいたただだいいたた。。

『やくも水神』の活用概要と多可町の特産などを紹介したイメージ図（寺戸良信氏作）

「「高高度度処処理理」」「「災災害害対対策策」」にに続続くく
第第３３ののキキーーワワーードド検検討討をを

戸田氏

小松氏

座 談 会

（８）特 集（週二回月・木曜日発行）２０１４年（平成２６年）４月７日（月曜日）第４９００号 第３種郵便物認可


